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「育てる」 
 

鹿屋市立祓川小学校 校長 西別府 龍一 

 以前、日置市の美山という場所に勤務していた

時のことです。美山は、沈壽官窯を代表とするた

くさんの窯元の方々の集まる、県を代表する薩摩

焼の町として有名です。地元の小学校区では、地

域行事・子ども会行事が盛んで、妙円寺参りでは

一番隊を努めたり、鬼火焚き、花火大会など、子

どもも保護者もほとんど参加したりするなど、子

どもと大人の距離がとても近い地域でした。 

 私が初めて妙円寺参りに参加し、その後の夕食

会に参加しているときに、一緒に食事をしていら

したおばあさんが子どもたちの食事のマナーを見

て、厳しく叱っていらっしゃる場面に遭遇しまし

た。「こぼさないように茶碗をしっかり持って食

べなさい。」「茶碗に米粒が残っています。食べ

物を大切にしなさい。」「箸の持ち方がおかしい、

しっかり持ちなさい。」「口は閉じてかみなさい。

口の中が見えて周りの人が不愉快になります。」

等々・・・。でも後で聞くと、その方のお孫さん

はとっくに成人し、今学校に通うお子さんはいら

っしゃらないとのことでした。なるほど、ここで

は他人の家の子どもでも、しっかり叱ってくださ

る古き良き伝統が残っていたのです。 

 そんな中、第 15代沈壽官様を代表とする薩摩焼

協同組合の方々から小学校に、ある提案がありま

した。「薩摩焼の茶碗で米飯給食を食べさせてやれ

ないか？茶碗は窯元協会で提供する。」この申し出

に、学校もＰＴＡも、「もし実現できたら面白

い！！」と前向きになりました。しかし、事は簡

単に進むことはありませんでした。給食センター

からは、「高価な上に、重くて割れやすい薩摩焼の

茶碗を給食に使用することは不可能」との回答で

した。せっかくの美山ならではの取組が頓挫しか

けていた中で、沈壽官様のたった一言で事は前に

進みました。「昔は自分で使った茶碗を自分で洗うの

は当たり前だったんだけどね。今は家庭でもなかな

かそんなことしていないんじゃないのかな？」する

と誰からということなく「・・・だったら学校で自

分の茶碗を洗う体験もさせよう。」という意見が出て 

きました。「私たち大人は、子どもたちに色々な

ことを学んでほしいと思い、必死に学習の環境を

整えてきた。でもどうだろう。冷静に今の現状を

見渡すと、一昔前までは出来て当たり前のことが

出来なくなっている。その環境をつくったのは、

私たち大人たちだ。よかれと思ってやったことが

結果的に子どもが学ぶ場を奪ってしまっている。」

そんな思いで、学校，薩摩焼協同組合、ＰＴＡ、

地域、市教育委員会が協議を重ね、安全面からも、

衛生面からも検討を重ね、次の年度当初から「薩

摩焼茶碗による米飯給食」を実施しました。 

 私は、ここに至るまでの度重なる話し合いの中

で、沈壽官様の一つの言葉が心に残っています。

私が、「もし給食中や茶碗を洗っている中で、子

どもが茶碗を割ってしまうことも想定されます。

高価なものですから、その時は他の食器で対応し

ます。」と言うと、次のような言葉が返ってきま

した。「割ってしまったらいくらでも補充します。

もちろん割れないように大切に扱うことは大事で

す。でも、割れた茶碗と静かに向き合うことで、

子どもたちは何かを学び取るのではないですか。

私たち窯元は、子どもたちの成長を願って一つ一

つの茶碗に火を入れるのですから。」 

 歴史を誇る窯元の町で受け継がれてきた、この

地で育つ子どもたちへの人々の思いは、400 年の

時を超え受け継がれる窯元の炎を媒介として、今

のこの時代を生きる現代の子どもたちの心に火を

ともし続けていました。その火が、いつか子ども

たちが夢を実現するための炎となることを願っ

て・・・。 

    

 

                                                


